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上通りゲートライトアッププロジェクト

～熊本あかりのまちづくりの一部として～

環境システムエ学科３年宮崎吉生担当教員：田中智之

１序

２００６年７月より､熊本中心市街地活性化を目的

としたあかりのまちづくりプロジェクトを行ってき

た。それはライトアップ、ライトダウン等を用いて通

町筋に６００ｍの大きなまちのエントランスをつく

ろうとするものである。

その中のゲートの一つとして上通りのゲートがある。

このゲートに関しては今年の冬季に実際にライトア

ップを行う予定があり、その計画に参加することにな

っている、

２計画の概要

２１計画案作成

学生の視点から光と影(ライトアップ、ライトダウ

ン)を用いた上通りゲートのライトアップ計画作成及

び実施。

２２模型の展示

建築展で作成した１／２００の通町筋全体模型を今 図４提案イメージ

後のまちづくりに役立てる。

４模型展示

熊本現代美術館に建築展で作成した１／２００の通

町筋模型の展示を１２月１８日より１０日間行った。

熊本城を見通す立地を生かす効果を狙い、照明の配置

や色、明るさを検討した。
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計画案作成

皿個回致小計
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図'５展示風景

笥厩
５今後の計画

今回の計画では上通商栄会との検討の結果，実施に

は至らなかった。しかし、計画は引き続き行っていき

私たちが提案する計画を実現するのが目標である。

今回の計画がきっかけとなり、街全体が一体となっ

て取り組めば、照明効果が高まり、市街地の活性化に

もつながっていくだろう。

|H岸ツ
ー

1５１

１G計

ｖ700,0DO

VoOODOO

V850oOOO

V50･o００

Ｗ７ｐｎ－ＲｎＯ

その他iGnn）




